
 

2021AUTOBACS SUPER GT 

ROUND 4 ツインリンクもてぎ 
開催地：ツインリンクもてぎ（栃木県）／4.801km 

7 月 17 日（予選）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：7,500 人 

7 月 18 日（決勝）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：12,500 人 

 

 

 

 

 

 



 

ピットスタートからの大逆襲実らず。それでもしぶとく戦い続けて完走果たす！ 

 

今年も大人気、かつ大激戦のスーパーGT に、apr はTOYOTA GR SPORT PRIUS PHV（ZVW52）の２台

体制で挑み、「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」を3 年目のコンビとなる、嵯峨宏紀選手

と中山友貴選手に託す。 

タイヤは信頼高いブリヂストンを使用する。 

 

本来なら5 月29〜30 日に、鈴鹿サーキットで第３戦が行われるはずだったが、新型コロナウイルス

の影響により、8 月 21〜22 日に延期。そのため、シーズン中にも関わらずインターバルは２か月半

にも達してしまった。 

ここまでの２戦は、いずれも不運なアクシデントやトラブルに見舞われ、未だポイントを獲得できず

にいるが、第４戦「MOTEGI GT 300km RACE」の舞台、ツインリンクもてぎはストップ＆ゴーの繰り

返されるサーキットだけに、意外にウエイト搭載で及ぼす影響は大きい。そんな条件に対して、サク

セスウエイトなしで臨める今は、大量ポイント獲得の絶好の機会になるかも。いや、しなくてはなら

ないのだ。 

 

 

 



 

公式練習 7 月 17 日（土）9:20〜11:05 

 

 

関東地方に梅雨明け宣言が出されたばかりとあって、レースウィークは雨の心配なくスタートするこ

ととなった。しかし、想像以上だったのが暑さ！  

公式練習開始時の気温は26 度、路面温度も31 度ではあったが、時間の経過とともに上昇していき、

最終的に気温31 度、路面温度41 度にまで達したハードなコンディションを「#31 TOYOTA GR SPORT 

PRIUS PHV apr GT」は走ることとなった。 

今回最初に乗り込んだのは嵯峨選手。普段のように計測開始と同時にピットを離れ、すぐに戻ってく

るルーティンスタイルをとった後、本格的に走行を開始する。早々にセッションベストとなる、1 分

50 秒 543 を記した後にピットイン。それからが普段とは異なり、１回ごとピットでの作業時間が長

い。あまりもの暑さゆえ、ハイブリッドシステムの制御の最適化に時間が費やされたからだ。そのた

め、公式練習の走行は最小限となり、順位は26 番手。 

中山選手はその後に行われたFCY（フルコースイエロー）訓練のみの走行となったが、限られた条件

の中で1 分52 秒190 を記録していた。 

 

 

 



 

公式予選 Q１ 7 月 17 日（土）14:15〜14:25 

 

今回のQ1 に、「#31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」はA グループでの走行となり、担当する

のは嵯峨選手。気温は32 度、路面温度は43 度と、公式練習以上に高まっていた。それでもウォーム

アップは入念に行われ、計測３周目からアタックを開始する。 

しかし、記録されたタイムは1 分51 秒220 と公式練習のタイムにも及ばず、続けてのアタックも1

分51 秒172 とわずかな短縮で、15 番手に留まってしまったため、Q2 進出はかなわかった。 

 

嵯峨宏紀選手 

 トラブルに見舞われました。でも、どうしたら良いかは、終わった後に分かったので。決勝に向け

て改善してくれると思うので、それに期待ということで。とりあえず、ミスなく走ることはできたん

ですけど、仕方がないですね。 

 

中山友貴選手 

 ここまで走ったのは公式練習後のFCY 訓練だけ。どうやら、後ろはいないようなので、順位をしっ

かり上げて終われるように、やれることはしっかりやります。頑張ります。 



 

金曽裕人監督 

このマシンになって、初めての真夏の茂木サーキット。データーが無く、夏場に対してのハイブリッ

ド関連の各実験をしている最中です。トラブルではなくて、熱に対しての新しいトライを試みていま

す。特別なクルマですから、RACE が実験の場であり、その結果は未知数ですが技術の進歩は未来に

繋がります。明日は最後尾なので、秘策も用意しピットスタートも考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

決勝レース（63 周） 7 月 18 日（日）13:10〜 

 

 

 

決勝レースのスタート進行開始と同時に行われる 20 分間のウォームアップは、スタートを担当する

嵯峨選手からの走り出しとなった。それまで抱えていた問題の解消は1 分50 秒721 をマークしてい

たことからも明らか。このタイムは全体の 4 番手にも相当した。15 分ほど経過したところで中山選

手とスイッチ。計測ラップはわずか２周だったが、1 分52 秒192 を記録した。 

 

その決勝には、タイヤを改めてピットスタートで臨むこととなった。 

嵯峨選手は５周目に１台を、８周目にまた１台、９周目にもう１台と順調にオーバーテイクを重ね24

位まで浮上。そこでミニマムである周回の、20 周目にドライバー交代を行うことに。 

当初、タイヤ無交換もオプションの作戦として準備されていたが、残り周回を考慮すると、中山選手

の負担があまりに大きいため、４輪すべて交換することに。そのこともあり、中山選手のペースは良

く、着実に順位を上げていった。 

そして10位集団の後方まで追いつき、16位まで浮上していた40周目、ビクトリーコーナーでGT500

クラスの車両に追突され、コースアウトしてしまう。幸い、すぐにコース復帰でき、マシンには大き

なダメージはなかったものの、これでまた順位は20 位までダウン。 



 

だが、諦めることなく最後まで走り続けた結果、18 位という順位を得ることとなった。 

もちろん納得のいく結果ではなかったが、決勝のコンスタントな走りからは、進むべき方向も見えて

きた。 

次戦、鈴鹿大会からの巻き返しに期待して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

嵯峨宏紀選手 

 

予選でああいう状態になってしまったので、戦略的な意味も含めてピットスタートを選択したんです

が、前に追いつくのに時間がかかってしまったのと、路面温度が上がり過ぎたことで、タイヤ無交換

も視野に入れていたが無理は出来なかったです。 

今回ここまで苦戦を強いられた原因ははっきりしているんですけど、何をしたら改善されるか、果た

してできるかは、まだまだ試行錯誤しながら見えていない状況ですが良い状況を作るしかない、とい

う感じです。 

 

中山友貴選手 

 

今回は走り出しからつまずいてしまって、予選最後尾になってしまったんですが、もてぎというサー

キットでは順位を挽回するのはかなり厳しいので、積極的な戦略を採ったことをうまく活かせなかっ

たのが、今回の苦戦の原因だと思います。 

あらためて今回、問題点というのが浮き彫りにできたので、しっかり改善できるように、チームと前

向きに進めます。 



 

金曽裕人監督 

 

いろんな開発項目があり、難題が多くても やりがいはあります。 

ピットスタートにして、選んだタイヤは硬めで、レース後のタイヤを見ると無交換も出来そうでした

が、僕が慎重になり過ぎてタイヤ交換したのも消極的だったと思います。 

順位的には胸は張れませんが、今日の決勝でまた新しい課題も見つけることが出来ました。 

ハイパフォーマンスなブリヂストンタイヤのいいところを使って、驚異的なスピードで走らせたいけ

れど、まだ発展途上で超えなければならない壁はあります。 

その結果が見えてきた時には、今後の環境を取り巻く車社会に、いろんな転用が効くような気がして

います。 

短期に、各問題をクリアー致しますので、残り5 戦に期待ください！！ 

 


